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ダブルロック給水・給湯配管システム

設計・施工マニュアル

先分岐工法

サヤ管
ヘッダー工法

ヘッダー工法





給湯器やパイプシャフト等の周辺にヘッダーを設け、ヘッダーから各給水栓までサヤ管を敷設し、その中に後から樹脂管を通
管する工法です。サヤ管ヘッダー工法の配管設計は　　　　　　、施工手順は　　　　　　をご覧下さい。

サヤ管ヘッダー工法の施工例

サヤ管内に樹脂管を通管するため、万が一の補修やメンテナンス等で配管の更新が必要な場合でも、樹脂管の取替えが容
易にできます。

内装工事後に樹脂管を通管するため、釘打ちによる漏水を避けることができます。また、サヤ管が樹脂管の保護管の役目を
するため、直接樹脂管を傷めるトラブルを大幅に低減させます。

予め吐水量に合わせて配管口径を設定しておけば、水栓同時使用時の流量変動は小さく、バランスの良い流量を提供でき
ます。

BL部品は、一般財団法人ベターリビングが優良住宅部品認定規定に基づいて認定した、品質、性能、アフ
ターサービス等に優れた住宅部品です。ダブルロック給水・給湯配管システムのサヤ管ヘッダー工法は、 
「オンダ配管システム」の名称でBL認定されています。
BL部品には、製造及び施工の瑕疵に対する保障責任保険・賠償責任保険が付保されています。
BL認定システムをご希望の際は、当社にご相談下さい。

認定番号 ： BLPI011621

①更新が容易

②施工中の釘打ちによる漏水の低減

③配管の接続数の減少によるトラブルの低減

④吐水機能の向上

ヘッダー部と給水栓以外に接続箇所がないため、漏水の発生を大幅に低減させます。

○BL認定

特 長

P14～P18 P19～P62

1-1 各種樹脂管工法の特長

1 サヤ管ヘッダー工法

各種樹脂管工法の特長特長・仕様1
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ヘッダー工法の施工例

先分岐工法の施工例

特 長

特 長

給湯器やパイプシャフト等の周辺にヘッダーを設け、ヘッダーから各給水栓まで直接配管する工法です。樹脂管更新を考
えない分、サヤ管ヘッダー工法より簡略した部材で構成することができます。
ヘッダー工法の配管設計は　　　　　　、施工手順は　　　　　　をご覧下さい。P14～P17 P63～P89

P15～P17 P90～P104

チーズソケットや異径チーズソケット等を給水・給湯する場所に応じて使用し、在来工法を樹脂管に変更した工法です。
使用部材が少なく、施工が簡単にできます。
先分岐工法の配管設計は　　　　　　、施工手順は　　　　　　をご覧下さい。

樹脂管を発泡被覆した、被覆樹脂管を使用
すれば断熱効果が得られます。さらに施工
性においても直接樹脂管を傷めるトラブル
を大幅に低減できます。

①保温性の向上

多彩な配管ソケットでどんな従来工法にも
対応できます。

②あらゆるシチュエーションに対応

部材が少なくて済むので、経済的です。

③経済性

ヘッダー部と給水栓以外に接続箇所がな
いため、漏水の発生を大幅に低減させま
す。

予め吐水量に合わせて配管口径を設定して
おけば、水栓同時使用時の流量変動は小さ
く、バランスの良い流量を提供できます。

樹脂管を発泡被覆した、被覆樹脂管を使用
すれば断熱効果が得られます。さらに施工
性においても直接樹脂管を傷めるトラブル
を大幅に低減できます。

①配管の接続数の減少による
　トラブルの低減

②吐水機能の向上

③保温性の向上

2 ヘッダー工法

3 先分岐工法
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1 ダブルロックジョイントの特長

2 ダブルロックジョイントP（樹脂製）の特長

1-2 ダブルロックジョイントの特長

回転自在
樹脂管を継手に挿入した後でも、
継手が自由に回転するので継手の
ねじ込みがラクラクです。

ダブルシール構造
外部漏れに対して２ヵ所でシールさせていま
すので安心して使用できます。
また、外径シール構造で流路径が広く、流量
を確保できます。

ダブルロック構造
樹脂管を固定するロックリングを２枚にする
ことで十分な強度を確保し、さらにスムーズ
な挿入を可能にしました。

架橋ポリエチレン管・ポリブテン管
JIS規格寸法の架橋ポリエチレン管、ポリブ
テン管どちらの管種にも対応します。

ワンタッチ接続
樹脂管にインコアを差込み、継手に挿入するだけです。
インコアの長さが挿入の目印になります。

樹脂管をワンタッチで接続できる継手です。従来のように樹脂管を継手に挿入後ナットを締付ける面倒な作業が必要あり
ません。
架橋ポリエチレン管・ポリブテン管に使用できます。
給水・給湯・暖房・融雪・追焚き配管など幅広く使用できます。

ダブルロックジョイントの樹脂製シリーズです。耐熱水特性、耐薬品性に優れ、粘り強く衝撃に強いＰＰＳ特殊グレードを採用
しています。

①

②
③

ステンレスカバーで耐久性UP
キャップの外周にステンレスカバーを
装着し、耐久性をUPさせました。

外径シールで流量確保
チーズソケット等、先分岐工法
に最適です。

架橋ポリエチレン管・ポリブテン管
JIS規格寸法の架橋ポリエチレン管、ポリブ
テン管どちらの管種にも対応します。

ワンタッチ接続
挿入深さはダブルロックジョイント
と同じです。

ダブルロック構造
ロックリングと割リングの2重ロック構造です。

インコア一体化
インコアと本体を一体化し、
樹脂管にインコアを差込む
手間が省けます。

樹脂製で軽量
取扱いが容易です。

回転自在

ダブルロックジョイントの特長特長・仕様1

5

1

特
長・仕
様

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

先
分
岐
工
法

施
工
手
順

配
管
設
計

注
意
事
項

水
圧
検
査
方
法
例

特
記
事
項

参
考
資
料

2

3

4

5

6

7

8

9



呼 種類 外径 内径 肉厚 使用の可否
±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.2

±0.3

±0.2

±0.3

±0.25

±0.35

±0.25

±0.35

±0.3

±0.4

±0.25

±0.25

±0.25

±0.3

±0.35

呼 種類 外径 内径 肉厚 使用の可否
±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.2

±0.2

±0.2

±0.2

±0.25

±0.25

±0.25

±0.3

M種

E種

M種

E種

M種

E種

φ13

φ13

φ17

φ17

φ34

φ34

1.6

1.9

2.1

2.4

4.0

4.3

○

×

○

×

○

×

φ  9.8

　

φ12.8

　

φ26

　

10

13

25

呼 種類 外径 内径 肉厚 使用の可否
±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.15

±0.2

±0.3

±0.2

±0.3

±0.3

±0.4

±0.25

±0.25

±0.35

水道用架橋ポリエチレン管（JIS K 6787－2013）架橋ポリエチレン管（JIS K 6769－2013）

ポリブテン管(JIS K 6778－2016)

PN15

PN15

PN15

PN15

PN15

PN15

PN15

PN15

PN15

PN15

φ13

φ13

φ17

φ17

φ21.5

φ21.5

φ27

φ27

φ34

φ34

1.6

1.9

2.1

2.4

2.65

2.95

3.25

3.55

4.0

4.3

-

-

-

-

-

-

-

-

○

×

○

×

○（A）

×

○（A）

×

○（A）

×

φ  9.8

　

φ12.8

　

φ16.2

　

φ20.5

φ26

　

M種

E種

M種

E種

M種

E種

M種

E種

M種

E種

10

13

16

20

25

φ13

φ17

φ22

φ27

1.6

2.1

2.6

2.9

○

○

○（C）

○（C）

φ  9.8

φ12.8

φ16.8

φ21.2

10

13

16

20

J種

J種

J種

J種

最高許容圧力
使用温度範囲

継手・ヘッダー
1.75MPa

-20℃～95℃

ボールバルブ
1.0MPa

-20℃～95℃

用途
給水・給湯

暖房・融雪

使用流体
冷温水

不凍液

Ｊ：ジョイント
Ｌ：エルボ
Ｔ：チーズ
Ｘ：クロス

W J

  S：10mm
       保温材セット
SF：5mm
       保温材付

SFP
ダブルロック

材質区別

C

無：C3604、C3771、樹脂（PPS）

13A1
分類
- 16

1セット
2個入

2PS
　　認証登録品
Ｓ：水協
- -

ねじ13：
　　20：
　　25：1

樹脂管呼び径

樹脂管呼び径樹脂管適用区別
（右表）

Ｃ：CAC406（C）

Ｊ：JIS製品認証品樹脂（プラスチック）

架橋ポリエチレン管 PN15 M種
水道用架橋ポリエチレン管 M種
ポリブテン管 J種

管種
呼び径

品番区分
適　　用

10A
－

●

●

●

13A
－

●

●

●

16A 20A 25A  
A
PEX
●

  
共用

  
C
PB

●

   
A
PEX
●

C
PB

●

A
PEX
●

●

無：10A、13A

C：16A、20A

A：16A、20A、
25A

共用

PB

PEX

架橋ポリエチレン管 PN15 M種

水道用架橋ポリエチレン管 M種

ポリブテン管 J種

架橋ポリエチレン管 PN15 M種

水道用架橋ポリエチレン管M種（25Aのみ）

ポリブテン管 J種

樹脂管適用区別

1 仕様 2 用途

1-3 ダブルロックジョイントの仕様

1-4 各種樹脂管の適用

16A・20Aは樹脂管の種類により品番をA、Cの2つに区別しています。適用する製品をご使用下さい。

架橋ポリエチレン管、ポリブテン管に使用できます。

ダブルロックジョイント及びダブルロックジョイントＰの仕様、用途は以下の通りです。

下記はダブルロックジョイント標準仕様のため、実使用に
おいての流体圧力と流体温度は、各製品の仕様及び樹脂
管の使用温度別最高使用圧力（P9）を確認して下さい。

冷温水・不凍液用の継手ですので灯油等の油類には使用
できません。

樹脂管適用表

品番の見方

樹脂管呼び径の表示

ダブルロックジョイントの仕様・各種樹脂管の適用特長・仕様1
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1 樹脂管切断 インコア挿入

樹脂管挿入

挿入確認

2 インコア取出し

挿入深さマーキング

4

3

5

6

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

シール

マーキング位置

挿入深さ

切断位置 確認線

13A
10A

目印くん

専用マーカー

専用マーカー

樹脂管

継手 シール

インコア
挿入完了 挿入不足 斜め切断

真っ直ぐ挿入

異物・キズ等が無いか確認

挿入完了 挿入不足 斜め挿入

汚れ・スリキズ

カッターキズ

樹脂管の接続は最後までしっかり押し込んで下さい。不完全な接続は漏水の原因になります。
継手に挿入する樹脂管は真っ直ぐに矯正して下さい。曲がった状態では挿入が固くなり、挿入不足の原因となります。
樹脂管は継手に対して真っ直ぐに挿入して下さい。斜め挿入では挿入が固くなり、挿入不足の原因となります。
継手は分解せず施工して下さい。やむをえず継手を分解された場合は、下記の手順で再組付を行って下さい。
部品点数を確認して下さい。写真の通り5点です。
「本体」に「ロックリング」+「スペーサー」+「ロックリング」の
順で挿入します。「ロックリング」の向きは写真の通りです。
「押輪」を工具を用いて15N・m以上（15cmのスパナで
10kgfの力を加える）でしっかり締付けて下さい。
※再組付によるトラブルは責任を負いかねます。 押輪 本体 (オーリング2本含む)ロックリング (2枚)

スペーサー

・
・
・
・

注意

①
②

③

樹脂管の外面にキズが無いことを確認し、管軸に直角
になるように切断して下さい。
2mm以上の斜め切断やのこ歯、カッターナイフでの切断は不可です。
必ず市販のパイプカッター又はダブルロックジョイントパイプカッター（P128掲載）
をご使用下さい。

※

※

継手に貼られたシールをはがし、インコアを取出します。
（インコアは逆向きに入っています。)

漏水事故防止のため、必ず　　～　　のいずれかの方
法で挿入深さをマーキングして下さい。

はがしたシールをインコア挿入部の
長さに合わせ、樹脂管に貼り付けま
す。又は専用マーカー(P128掲載)で
樹脂管にマーキングします。

インコアを樹脂管に差込みます。
（根元まで完全に押し込んで下さい。)
指で差込みづらい場合は、木ハンマーで圧入して下さい。
インコアは樹脂管の変形を矯正し、長期間シール性を
維持する役割がありますので必ず差込んで下さい。

継手内面・樹脂管外面の異物付着やキズなど異常の無
い事を確認し、樹脂管を継手に真っ直ぐ押し込みます。
シールの平面（赤線等）又はマーキングの位置が継手の
端面まで入ると正しい施工です。

シール又はマーキングの位置で挿入深さを確認します。
樹脂管を引っ張り、抜けないかを確認します。樹脂管を少
し回転させ継手となじませます。挿入深さ確認のため、
シールは貼り付けたままにして下さい。

マーキングの位置が簡単に分かる目
印くん（P128掲載）と専用マーカー
でマーキングします。

あらかじめ樹脂管に目印がマーキ
ングされているカポリパイプW、又
は当社ポリブテン管を使用します。

ダブルロックジョイントパイプカッター
（P128掲載）と専用マーカーでマー
キングします。

ａ d

※2㎜以上の斜め切断はインコアのラインで判定できます。
　接続手順1の樹脂管切断からやり直して下さい。

1-5 ダブルロックジョイント接続手順

ダブルロックジョイント接続手順特長・仕様1
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16A
34mm

10A・13A
32mm

20A
40mm

25A
43mm

5

6

1

2

樹脂管切断 樹脂管挿入

挿入確認

3 挿入ゲージ取出し

挿入深さマーキング4

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

10A・13A
16A
20A
25A

13
13
14
19

18
19
22
28

32
34
40
43

挿入深さ（ｍｍ）

高い

低い

挿
入
力

挿入力
高

挿入力
低

挿入力
中

STEP1 STEP 2 STEP3

オーリングに
当たります。

挿入完了です。ロックリングに
当たります。

挿入力（ダブルロックジョイントＰ）

樹脂管面取り（25Aのみ）
面取り工具で樹脂管を切断した時のつぶれを矯正し、
面取りすることで樹脂管の挿入力を軽減します。

※ダブルロックジョイントP 25Aのみ適用で

挿入ゲージ

シール継手

約5mm

面取り工具

13A
10A

挿入深さ

切断位置 確認線

目印くん
専用マーカー

専用マーカー

樹脂管

シール
挿入深さ

挿入完了

挿入不足
真っ直ぐ挿入

異物・キズ等が無いか確認

汚れ・スリキズカッターキズ

樹脂管の挿入深さ (ダブルロックジョイント、ダブルロックジョイントP共通）

注意

・

・

・

・

樹脂管の接続は最後までしっかり押し込んで下さい。
不完全な接続は漏水の原因になります。
継手に挿入する樹脂管は真っ直ぐに矯正して下さい。
曲がった状態では挿入が固くなり、挿入不足の原因となります。
樹脂管は継手に対して真っ直ぐに挿入して下さい。
斜め挿入では挿入が固くなり、挿入不足の原因となります。
継手は分解せず施工して下さい。

あらかじめ樹脂管に目印がマーキン
グされているカポリパイプW、又は
当社ポリブテン管を使用します。

継手内面・樹脂管外面の異物付着やキズなど異常の無い
事を確認し、樹脂管を継手に真っ直ぐ押し込みます。シー
ルの平面（赤線等）又はマーキングの位置が継手の端面
まで入ると正しい施工です。
挿入は下記のように3STEPで行います。

接続口から挿入ゲージとシールを取出します。

シール又はマーキングの位置で挿入深さを確認します。
樹脂管を引っ張り、抜けないかを確認します。樹脂管を
少し回転させ継手となじませます。挿入深さ確認のた
め、シールは貼り付けたままにして下さい。

樹脂管の外面にキズが無いことを確認し、管軸に直角
になるように切断して下さい。
2mm以上の斜め切断やのこ歯、カッターナイフでの切断は不可です。
必ず市販のパイプカッター又はダブルロックジョイントパイプカッター（P128掲載）
をご使用下さい。

※

※漏水事故防止のため、必ず　　～　　のいずれかの方
法で挿入深さをマーキングして下さい。

マーキングの位置が簡単に分かる
目印くん（P128掲載）と専用マーカー
でマーキングします。

ダブルロックジョイントパイプカッター
（P128掲載）と専用マーカーでマー
キングします。

ａ d

挿入ゲージを樹脂管に合わせ、
シールを貼り付けます。又は専用
マーカー（P128掲載）で樹脂管に
マーキングします。

STEP1

STEP2

STEP3

ロックリングまで挿入
樹脂管を継手に真っ直ぐにの
ぞませるとロックリングに当
たります。

オーリングまで挿入
挿入代の約半分でオーリング
に当たります。

挿入目印まで挿入
更に押し込んでオーリングを通り
越し、挿入目印が継手端面にくる
まで確実に挿入して下さい。

ロックリング

挿入深さ

樹脂管

樹脂管ガイド

オーリング

挿入深さ

挿入目印
継手端面

挿入深さ

1-6 ダブルロックジョイントＰ接続手順

ダブルロックジョイントP接続手順特長・仕様1
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①

①

②

①

②

①

②

③
④

高置タンク方式で、マンションの最上階については十分な水圧を得られない場合がありますので、管径の設定については
考慮して下さい。
給湯器、給水栓の圧力損失は機種により大きく相違しますので、必ずメーカーに確認して下さい。

架橋ポリエチレン管は95℃、ポリブテン管は90℃よりも高温を発生する熱源機器には使用しないで下さい。
最高使用圧力以上の高圧で長期間使用した場合、破裂する可能性があります。
エコキュートのヒートポンプユニットと貯湯タンクユニット間の湯側（戻り）配管には使用しないで下さい。
※ポリブテン管は水側（往き）配管も含む。
70℃を超える湯を常時通水又は循環する配管には使用しないで下さい。
給水・給湯及び冷温水配管用です。灯油等の油類・薬液・エアー配管に使用しないで下さい。

供給水圧については、機器類の保護やウォーターハンマーの防止を考慮すると0.2MPa（2.0kgf／cm2）以下が望ましいと
考えられます。
ウォーターハンマーを軽減するには、管内流速が2.0m／sec以下になるように管径を選定して下さい。ウォーターハンマー音を
防止するには樹脂管とサヤ管を適正管径の組み合わせで使用し、場合によっては消音テープを使用して下さい。

配管をスラブ内に埋設する場合、特に口径の大きい場合は建築設計者と相談の上決定して下さい。

架橋ポリエチレン管の使用温度別最高使用圧力(JIS K 6769－2013)

ポリブテン管の使用温度別最高使用圧力(JIS K 6778－2016)

種類
PN15

使用温度℃
最高使用圧力 MPa

0～20
1.50

21～40
1.25

41～60
0.95

61～70
0.85

71～80
0.75

81～90
0.70

91～95
0.65

使用温度℃
最高使用圧力 MPa

5～30
1.0

31～40
0.9

41～50
0.8

51～60
0.7

61～70
0.6

71～80
0.5

81～90
0.4

■樹脂管・ダブルロックジョイント・ダブルロックジョイントP（共通）の注意事項

キズ・異物付着厳禁

継手、樹脂管とも出荷状態のまま雨や日光の当たらな
い場所に保管し、施工時は遮光処理を施して下さい。

継手と樹脂管は、オーリングでシールされますので、保管・
運搬時にキズ及び異物が付かないように注意して下さい。

2-1 設計上の注意事項

2-2 取扱上の注意事項

1 使用温度・圧力

2 水圧・圧損

3 ウォーターハンマー

4 埋設配管

1 保管時の注意事項

設計上の注意事項注意事項2
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■樹脂管の注意事項

■樹脂管の注意事項

1.5
m
以
下

1
m
以
下

キズ厳禁

放り投げる、引きずる等、樹脂管表面にキズ及び異物
が付く可能性のある行為は行わないで下さい。

車両などでの運搬時に
は、荷台の角等に製品
が直接当たらないよう
にしっかり固定し、緩衝
材等で保護して下さい。

樹脂管の保管は、平らな面にダンボール等のクッション
材を敷き横積みとし、高さは巻管1.5m以下、直管1.0m
以下として下さい。

樹脂管は、枕木等、製品に局部過重のかかるような置
き方はしないで下さい。（部分的に扁平したり、屈曲し
たり、潰れることがあります。）

樹脂管は熱に弱いため、保管場所では火気等を使用し
ないで下さい。

有機溶剤・ペンキ等を樹脂管と一緒に保管しないで下
さい。

炎天下や極寒の場所に放置しないで下さい。

■樹脂管の注意事項

樹脂管の通管後にサヤ管を切断する場合は必ずサヤ管
カッター（P128掲載）を使用して樹脂管にキズを付けな
いで下さい。

サヤ管
カッター

樹脂管の切断は、パイプカッターを使用し、のこ歯、カッ
ターナイフでの切断はしないで下さい。

NG
50℃

高温環境下での保管は禁止です。ＨＩＶＰ変換継手は
環境温度が50℃以上になると製品が変形し、漏れの
原因となります。炎天下では車内温度が短時間で50
℃以上に達します。夏季に車内保管する際は特に注意
して下さい。

2 運搬時の注意事項

3 施工時の注意事項

取扱上の注意事項注意事項2
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■樹脂管の注意事項

ヘッダーまたは水栓器具を取付け
るまでに時間がある場合は、配管
の末端には端末キャップをするか、
ビニールテープ等を巻いて管内部
にゴミ、異物等が入らないように養
生して下さい。

養生部分を切断し破棄

樹脂管に直接ビニールテープ等
を巻いて養生した際は継手接続
時にその部分を切断して使用し
て下さい。

・有機溶剤
　ベンゼン・アセトン・キシレン
　トルエン・灯油・ガソリン
　発泡ウレタン　等
・防腐剤・防蟻剤・殺虫剤・除草剤

・塗料
・軟質塩化ビニル等　可塑剤を含んだ材料

樹脂管・継手は下記の薬品・有機溶剤等に侵されますの
で、接触させないで下さい。またこれらを含む土壌に
埋設しないで下さい。

OK

NG

エコキュート

往き往き
戻り戻り

架橋ポリエチレン管は95℃・ポリブテン管は90℃よりも
高温を発生する熱源機器には使用しないで下さい。70
℃を超える湯を常時通水又は循環する配管や、エコキ
ュートのヒートポンプと貯湯タンク間の湯側（戻り）配
管には使用しないで下さい。
※ポリブテン管は水側（往き）配管も含む

通管剤

通管剤（滑剤）を使用
してサヤ管への通管
や継手に接続をしな
いで下さい。

被覆材の切除には、被覆カッター（P130掲載）を使用し
て下さい。市販のカッターナイフ等は使用しないで下
さい。樹脂管にキズを付けると漏水の原因になります。

カッターキズ厳禁！

被覆カッター

最小
曲げ

半径
　　

樹脂管の最小曲げ半径は下記の通りとして下さい。そ
れ以上小さく曲げると座屈する恐れがあります。座屈
した箇所は使用しないで下さい。

樹脂管の最小曲げ半径
呼び径

曲げ半径（mm） 架橋ポリエチレン管ポリブテン管
150
150

150
150

200
200

300
300

10A 13A 16A 20A

目印くん

専用マーカー
油性マジック

樹脂管 シール

樹脂管に油性のマジックインクでマーキング等を行わ
ないで下さい。継手に貼られたシール又は専用マーカ
ーを使用して下さい。また、施工後は必ずシールを貼り
付けたままにして下さい。

継手の挿入に必要な位置
までエラストマー被覆をめ
くって下さい。カッターナイ
フ等で裂かないで下さい。

二度切り バリ
二度切りはしないで下さい。

給湯器
保温材

ボールバルブ

被覆カポリパイプW

凍結の可能性がある場
合は、保温や水抜き等の
処理を施して下さい。

接続部よりすぐに樹脂管を曲げて配管しないで下さい。

3 施工時の注意事項

取扱上の注意事項注意事項2
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■樹脂管の注意事項

■ダブルロックジョイントの注意事項

スペーサー

ロックリング（2枚）

押輪 本体（オーリング2本含む）

隠蔽部での
Gねじ製品
の使用

パッキン

壁板

インコア
根元まで差込む

しっかり差込む樹脂管

ダブルロックジョイント

給湯器

水撃防止器

樹脂管にくぎを打ち込ま
ないで下さい。樹脂管の
潰れがないようにして下
さい。

ウォーターハンマーの発
生に注意して下さい。こ
の可能性がある場合は、
水撃防止器を水栓の近
くに取付けて下さい。

インコアは樹脂管の変形を矯正し、長期間シール性を
維持する役割がありますので、必ず差込んで下さい。イ
ンコアを樹脂管に根元まで差込んだ後、樹脂管をダブ
ルロックジョイントに最後までしっかり差込んで下さい。

ねじ込みの際、下記の締付トル
クを参考に適正な締付トルクで
締付け、過大な力をかけない様
に注意して下さい。

再組付時の不備（部品の欠品、変形及び締付力不足
等）によるトラブルは責任を負いかねます。やむを得ず
ダブルロックジョイントを分解する場合は、十分に注意
して下さい。

適正締付トルク（黄銅・青銅製品）
R・Rcテーパねじ呼び径
25～35N・ｍ

50～60N・ｍ

15N・ｍ

15N・ｍ
40～50N・ｍ

20～30N・ｍ

40～50N・ｍ
30～40N・ｍ

½

1
¾ 15N・ｍ

Gねじ（ノンアスベストパッキン） Gねじ（EPDMパッキン）

Gねじのパッキンは、点検・交換が可
能な場所に取付けて下さい。
テーパねじにねじ込む際に、シール
テープとシール剤を併用すると、シー
ル剤が潤滑剤の役目をします。その
ため適正締付トルクでもねじ込みす
ぎとなり割れの原因となりますので、
上記表の値は適応できません。ねじ
込みすぎないように注意して下さい。

黄銅・青銅製品よりも硬い材質を
組み合わせる場合も下記トルクで締
付けて下さい。変形や破損、漏れの
原因になります。

架橋ポリエチレン管、ポリブテン管16A・20Aはそれぞ
れ専用の継手をご使用下さい。

10A、13A PEX・PB共用

16A、20A
PEX専用

PB専用

屋外配管では樹脂管、被覆付
樹脂管、サヤ管、遮熱管等に日
光が当たらないように遮光処
理を施すか、耐候性を有する製
品を使用して下さい。

給湯器

耐候性テープ

水栓機器・継手等と接続す
る場合は、それらの重量が
直接樹脂管にかからない
ように配慮して下さい。

裸管配管では段差などで管にキズが付いたり変形する
危険性があります。また、踏み付けなどの行為が何度
も発生すると管の長期性能に影響します。取扱いには
十分注意して下さい。
長期性能への影響を軽減
するため、被覆付、保護管付
やサヤ管の使用を推奨し
ます。

溶接の火花、トーチランプ・ガスバーナー等の火を近付
けないで下さい。
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■ダブルロックジョイントPの注意事項

■ダブルロックジョイント・ダブルロックジョイントP（共通）の注意事項

■ヘッダー接続時の注意事項

油

束ベース

5℃

35℃

OK OK NG

挿入不足

挿入完了

350mm以上

350～500mm

200～350mm

青銅製または樹脂製の
継手やバルブ

ポリエチレン防食テープ

塩化ビニルが基材の防食テープ

1.0MPa

0MPa

OK

異物・キズ等が無いか確認

汚れ・スリキズ

カッターキズ

ト
イ
レ

M 

B

洗
　
面

洗
　
濯

浴
　
室

台
　
所

台
　
所

HIVP

継手の分解・再施工
はできません。

施工前に、継手内部に異物が無いか、樹脂管の表面に
キズや汚れが無いか確認して下さい。

冷温水・不凍液用の継手で
すので灯油等の油類に使用
できません。

土中及びコンクリートに埋設する場合の継手やバルブ
の材質は青銅製または樹脂製をご使用の上、専用のポ
リエチレン防食テープで適切な防食処理を施して下さ
い。一般的な塩化ビニルを基材とする防食テープは樹
脂管を劣化させるため使用してはいけません。

HIVP及び継手周りにシーリ
ング材を使用する場合、シー
リング材にフタル酸エステル
系可塑剤及び非反応性高沸
点希釈剤が入っていないこと
をシーリング材メーカーに確
認して下さい。

HIVP変換継手・ヘッダーは給
水用です。使用温度5℃～35
℃、圧力1.0MPa以下で使用
して下さい。

サヤ管は接続場所から350～500mmの間隔で固定して
下さい。束ベースなどヘッダー接続位置と平行にある場
合は、最初のサドルまでの間隔は200～350mmです。
また、ヘッダーから最初の曲がり部の始点までの距離は
350mm以上として下さい。

樹脂管の接続は確実に行っ
て下さい。挿入不足は漏水
の原因となります。

誤配管を避けるために、配管ルートを表示
する表示部材があります。必要に応じてご
使用下さい。

ヘッダー取付金具にヘッダーを取付け後、樹脂管を接
続するときは、必ずヘッダーを固定し、ヘッダー取付金
具には負荷が加わらないようにして下さい。

・フタル酸エステル系可塑剤
・非反応性高沸点希釈剤

シーリン
グ材

3 施工時の注意事項

取扱上の注意事項注意事項2
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配管設計は、工法別の手順に従い行って下さい。○は実施項目です。

給水圧力 ＞ 全摩擦損失

ヘッダー位置の決定 (3-2)

配管設計手順

配管経路の設定 (3-3)

管内流量の設定 (3-4)

管径の決定 (3-5)

サヤ管ヘッダー
工法

ヘッダー
工法

先分岐
工法

給水圧力と摩擦損失の比較 (3-6)

サヤ管の決定 (3-7)

完了

取出し口数・点検口

POINT

防火区画貫通

同時使用時参考流量

水圧・流速

ウォーターハンマー音
通管性

Ｙ
Ｅ
Ｓ

ＮＯ

P14

P15

P15

P15

P16

P18

ヘッダーの設置場所は　　　のように、元ヘッダーの場合は
給湯器近くのパイプシャフトやオープンスペースに、また、先
ヘッダーの場合は床、壁、洗面台下等の保守、点検が容易に
行える場所に設置して下さい。
なお、隠蔽部に設置する場合は、点検や管の更新等を考慮し、
　　　を目安にした点検口を設けて下さい。　表3-1

図3-1 表3-1 ヘッダー点検口の目安

縦
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400以上

400以上

5口
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9口

横

500以上

600以上

700以上

単位：mm

取出し口数 項目

ヘッダー設置場所例

元ヘッダー式 先ヘッダー式

図3-1

配管設計手順3-1

ヘッダー位置の決定（サヤ管ヘッダー工法、ヘッダー工法）3-2

配管設計手順・ヘッダー位置の決定配管設計3
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施工場所 使用継手例

P100
P103

P100
P99

P101

P102

P109

支持間隔
床ころがし配管 天井配管

部位

エコキュート

ガス給湯器

給水引込み

樹脂管の支持間隔は　　　の通りとして下さい。

各器具との接続は器具側に合わせて継手を選定して下さい。

■座付水栓エルボ施工例 ■配管アダプター施工例

接続部よりすぐに樹脂管を曲げて配管しないで下さい。
上記は推奨値です。天井配管で垂れ下がりの可能性がある場合等は支持間隔を短くして下さい。

・
・

　注意

樹脂管の支持間隔

表6-1

表6-1

■チーズ施工例HIVP変換ソケット
（WPJ27型）

HIVP変換チーズ
（WPT16型）

■HIVP変換アダプター施工例 P109

逆止弁付ボールバルブ
（CB26型）

ナット付アダプター
（WJ18型）

■給湯器配管施工例（CBW7型）

給湯器 ・ 給水引込み
樹脂管の固定6-2

継手の選定6-3

樹脂管の固定・継手の選定先分岐工法施工手順6

97 98

1

特
長・仕
様

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

先
分
岐
工
法

施
工
手
順

配
管
設
計

注
意
事
項

水
圧
検
査
方
法
例

特
記
事
項

参
考
資
料

2

3

4

5

6

7

8

9

1

特
長・仕
様

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

先
分
岐
工
法

施
工
手
順

配
管
設
計

注
意
事
項

水
圧
検
査
方
法
例

特
記
事
項

参
考
資
料

2

3

4

5

6

7

8

9

詳細施工例先分岐工法施工手順6



施工場所 使用継手例

P100
P103

P100
P99

P101

P102

P109

支持間隔
床ころがし配管 天井配管

部位

エコキュート

ガス給湯器

給水引込み

樹脂管の支持間隔は　　　の通りとして下さい。

各器具との接続は器具側に合わせて継手を選定して下さい。

■座付水栓エルボ施工例 ■配管アダプター施工例

接続部よりすぐに樹脂管を曲げて配管しないで下さい。
上記は推奨値です。天井配管で垂れ下がりの可能性がある場合等は支持間隔を短くして下さい。

・
・

　注意

樹脂管の支持間隔

表6-1

表6-1

■チーズ施工例HIVP変換ソケット
（WPJ27型）

HIVP変換チーズ
（WPT16型）

■HIVP変換アダプター施工例 P109

逆止弁付ボールバルブ
（CB26型）

ナット付アダプター
（WJ18型）

■給湯器配管施工例（CBW7型）

給湯器 ・ 給水引込み
樹脂管の固定6-2

継手の選定6-3

樹脂管の固定・継手の選定先分岐工法施工手順6

97 98

1

特
長・仕
様

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

先
分
岐
工
法

施
工
手
順

配
管
設
計

注
意
事
項

水
圧
検
査
方
法
例

特
記
事
項

参
考
資
料

2

3

4

5

6

7

8

9

1

特
長・仕
様

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

ヘ
ッ
ダ
ー
工
法

施
工
手
順

先
分
岐
工
法

施
工
手
順

配
管
設
計

注
意
事
項

水
圧
検
査
方
法
例

特
記
事
項

参
考
資
料

2

3

4

5

6

7

8

9

詳細施工例先分岐工法施工手順6











































50

φ
d
φ
D
























	capori00
	capori01
	p03_p04
	p05_p06k1
	p07_p08k1

	capori02
	p09_p10k1
	p11_p12k2
	p13_p14k1

	capori03
	p15_p16k1ol
	p17_p18ol

	capori04
	p19_p20ol
	p21_p22ｋ1ol
	p23_p24ol
	p25_p26ol
	p27_p28ol
	p29_p30ol
	p31_p32ol
	p33_p34ol
	p35_p36ol
	p37_p38ol
	p39_p40k1ol
	p41_p42ol
	p43_p44ol
	p45_p46ol
	p47_p48ol
	p49_p50k1ol
	p51_p52ol
	p53_p54ol
	p55_p56k1ol
	p57_p58ol
	p59_p60k1ol
	p61_p62k1ol

	capori05
	p63_p64ol
	p65_p66ol
	p67_p68ol
	p69_p70ol
	p71_p72ol
	p73_p74ol
	p75_p76ol
	p77_p78ol
	p79_p80k1ol
	p81_p82ol
	p83_p84k1ol
	p85_p86ol
	p87_p88k1ol
	p89_p90ol

	capori06
	p89_p90ol
	p91_p92ol
	p93_p94ol
	p95_p96ol
	p97_p98-k1
	p99_p100k1ol
	p101_p102ol
	p103_p104k1ol

	capori07
	capori08
	p107_p108ol
	p109_p110k1ol
	p111_p112k1ol
	p113_p114k1ol
	p115_p116ol
	p117_p118k1ol
	p119_p120k1ol
	p121_p122k1ol

	capori09
	p121_p122k1ol
	p123_p124k1ol
	p125_p126k1ol
	p127_p128k1ol
	p129_p130k1ol




